
アリは身近なところで見られる昆虫です。小さな種類は全

長1mmほど、大きな種類でも最大2cm程度で、女王アリを

中心とした家族で巣穴を作って暮らしています。てがたん

コースで見られるアリはどんな種類が見られるでしょうか。

また、アリとその他の生き物との関係にも注目してみましょ

う。

▲アカメガシワの蜜腺をなめるテラニシシリアゲアリ。

【9月のテーマ】
小さなアリに注目！

案内人：石原直子・小泉伸夫（鳥の博物館市民スタッフ）

車や自転車に注意しましょう。水田や私有地では、マナーを守って観察しましょう。

2024年9月14日（土）



身近に見られるアリの種類

クロオオアリ サクラアリ

ムネボソアリ アミメアリ

日本最大のアリ。女王アリは約
18mm、兵隊アリ13mm、通常
の働きアリは10mmほど

身近に見られる極小のアリ。全身
薄茶色で1mm程度のアリがいた
らこの種類。

名前の通り胸が細い。約3mm程
度で黒くて細長いのが特徴。

頭と胸が網目模様の約3mmのア
リ。女王アリがいないため単為
生殖で増える。

◀︎ミミズを食べるア

リ。死んだ虫や動物

を食べて分解するた

め、アリは森の掃除

屋とも言われる。

花の蜜やアブラムシ

の出す蜜など甘いも

のも好む。

巣の中をのぞいてみよう

▲クロオオアリの巣(飼育)。女王アリは10年ほど生きる。働きア

リは寿命数ヶ月程度で、初めは巣内で幼虫や女王アリのお世話係

を担当し、後半は外で餌を集めてくるようになる。働きアリの中

には外敵と戦う役割をする13mmより大きい兵隊アリもいる。
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